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参考資料３．（２）－２２－１ 銅

作成年月 年 月2000 3
JECTEC WG作成者

インベントリ項目 粗銅、電気銅、銅

環境負荷項目 ＣＯ（プロセス累積加算量）２

地理的な有効範囲 国内

無視するバラツキ要因 負荷分配、デ－タの収集方法、時間・技術、 排出係数等。CO2

＜ＣＯ排出量＞２

品名 品質規格等 量 ｲﾝﾍ ﾞﾝﾄﾘ分 システム境界 デ－タNo CO (kg/kg)2

累積加算量］ 析集計方法 参照資料[
１ 粗銅 Ｃｕ ０．８７０ 積み上げ法 海上輸送＋国内 資料①99.5%
２ 粗銅 Ｃｕ ０．８０４ 積み上げ法 国内 資料②99.5%

３ 電気銅 電気銅 １．２４５ 積み上げ法 海上輸送＋国内 資料①JIS
４ 電気銅 電気銅 ０．９３７ 積み上げ法 国内 資料②JIS
５ 電気銅 電気銅 １．０７８ 積み上げ法 国内 資料③JIS

６ 銅 表示無し １．５７４ 産連表分析 国内 資料④

７ 銅 表示無し ２．４２２ 産連表分析 国内 資料④

８ 銅 表示無し １．７９８ 産連表分析 国内 資料⑤

９ 銅 現状 ､表無 ２．２２５ 産／積のﾊｲ 国内 資料⑥[ ]
銅 ﾘｻｲｸﾙ ０．０７３ ﾌﾞﾘｯﾄ法 国内 資料⑥10 100%
銅 表示無し ２．６９８ 積み上げ法 鉱石採掘～国内 資料⑦11

＜参考＞

銅 表示無し ５．０８５ 産連表分析 ＜海外デ－タ＞ 資料⑧12
銅鉱輸入 銅精鉱 ０．０６８ 積み上げ法 海上輸送 資料⑧13

14 NIRE-LCA銅鉱輸入 銅精鉱 ０．０４８ 積み上げ法 海上輸送

15 NIRE-LCA銅ｽｸﾗｯﾌﾟ 再生･高純度 ０．０００

＜デ－タ参照資料＞

31(6) 616-627(1995)資料① ：「ﾗｲﾌｻｲｸﾙｱｾｽﾒﾝﾄにおける基礎素材の製造デ－タ」、環境管理、 、

資料② ：「環境負担性評価システム構築のための基礎調査」研究報告書（別冊）

＜金属素材ｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘ ﾃﾞﾀ＞、未踏科学技術協会、平成７年３月、Ｐ６９。- -
資料③ ：「平成７年度金属素材産業におけるＬＣＡ手法に関する調査研究報告書」

、（財）金属系材料研究開発センタ－、平成８年３月、Ｐ９７。

資料④ ：「地球環境と都市・建築に関する総合的研究」、

平成５年度科学研究費補助金、平成６年３月、Ｐ１０１～１１１。

資料⑤ ：「地球環境時代における建設設備の課題」、空気調和・衛生工学会、地球環境に関す
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る委員会、平成７年３月。

資料⑥ ：平成９年度科学技術振興調整費「材料の環境負荷と使用性能の総合評価」

調査研究報告書、未踏科学技術協会、平成１１年３月、Ｐ ～ 。144 153
資料⑦ ：「ライフサイクルアセスメントの実践」＜環境負荷低減を目指して＞

、環境情報科学センタ－編、化学工業日報社、１９９６年３月発行、 。P89
ＣＯ排出係数は資料③Ｐ６４の表を参照。２

資料⑧ ：平成７年度科学技術振興調整費「環境負担性評価システム構築のための基礎調査研究」

調査報告書、未踏科学技術協会、平成９年８月、 。Ｐ１６１。P107

＜プロセスの概要＞

資料③参照。

［マテリアルフロ－］

銅鉱石→ 粉砕・選鉱 → 銅精鉱 → ドライヤ－ → 乾燥鉱 → 熔錬炉 →

Cu33%
マット→ 転炉 →粗銅→ 精製炉 →アノ－ド→ 電解 電気銅

＜ ＞ ＜ ＞Cu99.5% <1.25Wo> Cu99.7% 1.25Wo Wo
- Cu99.9%［ｱﾉ ﾄﾞｽｸﾗｯﾌﾟ］

＜ ＞0.25Wo
注： → 製造プロセス 、＜ ＞→粗銅～電気銅の物質収支の概略Wo

［銅製錬簡略フロ－チャ－トと主要インベントリ－項目］

以上


